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(57)【要約】
【課題】給水ホースや排水ホースを外部から見えないよ
うに収容でき、外観に優れた食器洗い機を実現する。
【解決手段】本体１と、本体１内に設けられ、食器等の
被洗浄物６が出し入れされる開口部３を有する洗浄槽２
と、洗浄槽２内に収容された被洗浄物６を洗浄する第１
の回転洗浄ノズル１４等の洗浄装置と、開口部３を開閉
自在に覆う上扉体４と下扉体５と、洗浄槽２に供給され
る水を洗浄槽２内に導く給水ホース９６と、洗浄槽２か
ら排出される洗浄水を機外へ導く排水ホース９７とを備
え、給水ホース９６と排水ホース９７の少なくとも一方
を内部に収納できるホース収納部９５が、本体１もしく
は洗浄槽２の左右側部に設けられたことにより、給水ホ
ース９６や排水ホース９７を外部から見えないように収
容でき、外観に優れた食器洗い機を実現することができ
る。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
本体と、前記本体内に設けられ、食器等の被洗浄物が出し入れされる開口部を有する洗浄
槽と、前記洗浄槽内に収容された前記被洗浄物を洗浄する洗浄装置と、前記開口部を開閉
自在に覆う扉体と、前記洗浄槽に供給される水を前記洗浄槽内に導く給水ホースと、前記
洗浄槽から排出される洗浄水を機外へ導く排水ホースとを備え、
前記給水ホースと前記排水ホースの少なくとも一方を内部に収納できるホース収納部が、
前記本体もしくは前記洗浄槽の左右側部に設けられた食器洗い機。
【請求項２】
前記ホース収納部は、前記本体もしくは前記洗浄槽の背面部にも設けられ、左右側部に設
けられたホース収納部部分と連続させて設けられた請求項１に記載の食器洗い機。
【請求項３】
前記ホース収納部の外側部は、食器洗い機の底部載置面に近い高さまで下方に延設された
請求項１または２に記載の食器洗い機。
【請求項４】
前記ホース収納部は、前記洗浄槽の底部を構成する洗浄槽底部構成部材に一体形成された
請求項１～３のいずれか１項に記載の食器洗い機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、洗浄槽内に収納された食器等の被洗浄物を洗浄する食器洗い機に関するもの
で、特に、キッチンのワークトップ等に載置して使用される食器洗い機の給水ホースおよ
び排水ホースの本体下部における収納に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来のキッチンのワークトップ等に載置して使用される食器洗い機は、後方下部以外の
側面に、特に給水ホースおよび排水ホースの収納に効果のある工夫が施されていなかった
（例えば、特許文献１参照）。図２３は、特許文献１に記載された食器洗い機の背面図で
ある。図２３に示されるように、食器洗い機の本体１０１の後方下部に左右端まで空間を
設け、この空間を配管収納部１０２として、給水ホース１０３や排水ホース１０４を収納
している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１３－１１１３３５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　キッチンのワークトップ等に載置して使用される、いわゆる卓上型食器洗い機は、通常
、扉体を有する前面が、前方を向くか、シンクに向けて横方向を向くか、いずれかの向き
に載置されて使用される。いずれの向きに載置された場合においても、食器洗い機の側面
が使用者等から見える。
【０００５】
　しかしながら、上記特許文献１に記載された従来の食器洗い機の構成では、後方下部以
外の空間に配管収納部が設けられていない。したがって、給水ホース１０３や排水ホース
１０４が食器洗い機の本体１０１の側面側に配管された場合、キッチンでの作業中に引っ
掛けてしまったり、使用者等から見えてしまい、美観上好ましくない、という課題を有し
ていた。また、給水ホース１０３や排水ホース１０４が食器洗い機の本体１０１の後方下
部に配管された場合においても、食器洗い機が横向きに載置された場合、使用者等から見
えてしまい、美観上好ましくない、という課題を有していた。
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【０００６】
　本発明は、前記従来の課題を解決するもので、給水ホースや排水ホースを外部から見え
ないように収容できる外観に優れた食器洗い機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は上記目的を達成するために、本体と、前記本体内に設けられ、食器等の被洗浄
物が出し入れされる開口部を有する洗浄槽と、前記洗浄槽内に収容された前記被洗浄物を
洗浄する洗浄装置と、前記開口部を開閉自在に覆う扉体と、前記洗浄槽に供給される水を
前記洗浄槽内に導く給水ホースと、前記洗浄槽から排出される洗浄水を機外へ導く排水ホ
ースとを備え、前記給水ホースと前記排水ホースの少なくとも一方を内部に収納できるホ
ース収納部が、前記本体もしくは前記洗浄槽の左右側部に設けられたもので、給水ホース
や排水ホースを外部から見えないように収容でき、外観に優れた食器洗い機を提供するこ
とができる。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の食器洗い機は、給水ホースや排水ホースを外部から見えないように収容でき、
外観に優れた食器洗い機を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の実施の形態１における食器洗い機の上扉体および下扉体が開かれた状態
の正面外観斜視図
【図２】本発明の実施の形態１における食器洗い機の背面外観斜視図
【図３】本発明の実施の形態１における食器洗い機の正面図
【図４】本発明の実施の形態１における食器洗い機の要部正面断面図
【図５】本発明の実施の形態１における食器洗い機の上扉体および下扉体が閉じられた状
態の側壁部断面図
【図６】本発明の実施の形態１における食器洗い機の上扉体および下扉体が開かれた状態
の側面図
【図７】本発明の実施の形態１における食器洗い機の食器かごガイドレールの構成を示す
洗浄槽の内側面の要部斜視図
【図８】本発明の実施の形態１における食器洗い機の上食器かごが前方に引き出された状
態の要部斜視図
【図９】（ａ）本発明の実施の形態１における食器洗い機の上食器かごが上食器かごガイ
ドレールに取り付けられ、定位置に位置された状態の説明図（ｂ）本発明の実施の形態１
における食器洗い機の上食器かごが上食器かごガイドレールに取り付けられ、前方に引き
出された状態の説明図
【図１０】（ａ）本発明の実施の形態１における食器洗い機の上食器かごが上食器かごガ
イドレールの切欠き部に位置された状態の説明図（ｂ）本発明の実施の形態１における食
器洗い機の上食器かごが上食器かごガイドレールの切欠き部に位置された状態において上
方に持ち上げられた状態の説明図
【図１１】（ａ）本発明の実施の形態１における食器洗い機の上食器かごの構成を示す斜
視図（ｂ）本発明の実施の形態１における食器洗い機の上食器かごに被洗浄物がセットさ
れた状態を示す斜視図
【図１２】（ａ）本発明の実施の形態１における食器洗い機の下食器かごの構成を示す斜
視図（ｂ）本発明の実施の形態１における食器洗い機の下食器かごに被洗浄物がセットさ
れた状態を示す斜視図
【図１３】本発明の実施の形態１における食器洗い機の上食器かごの右側に載置される第
２のセットかごに被洗浄物がセットされた状態を示す説明図
【図１４】（ａ）本発明の実施の形態１における食器洗い機の上食器かごの右側に載置さ
れる第２のセットかごが通常位置に載置された状態の斜視図（ｂ）本発明の実施の形態１
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における食器洗い機の上食器かごの右側に載置される第２のセットかごが通常より高い位
置に載置された状態の斜視図
【図１５】本発明の実施の形態１における食器洗い機の下食器かごの第３のセットかごの
支持部材の要部拡大図
【図１６】（ａ）本発明の実施の形態１における食器洗い機の下食器かごの第３のセット
かごの後部に小鉢がセットされた状態を示す説明図（ｂ）本発明の実施の形態１における
食器洗い機の下食器かごの第３のセットかごの前部に中皿がセットされた状態を示す説明
図（ｃ）本発明の実施の形態１における食器洗い機の下食器かごの第３のセットかごの前
部に小鉢がセットされた状態を示す説明図
【図１７】（ａ）本発明の実施の形態１における食器洗い機の下食器かごの斜視図（ｂ）
第３のセットかごに、被洗浄物として丼鉢がセットされた状態を示す説明図
【図１８】本発明の実施の形態１における食器洗い機の下食器かごの包丁立ての部分拡大
図
【図１９】（ａ）本発明の実施の形態１における食器洗い機の下食器かごの包丁立てに包
丁がセットされた状態を示す斜視図（ｂ）本発明の実施の形態１における食器洗い機の下
食器かごの包丁立てに包丁がセットされた状態を示す要部正面図
【図２０】（ａ）～（ｂ）本発明の実施の形態１における食器洗い機の洗浄槽の底部構成
部材の要部正面断面図
【図２１】本発明の実施の形態１における食器洗い機の上扉体の構成を示す分解斜視図
【図２２】本発明の実施の形態１における食器洗い機の上扉体の縦断面図
【図２３】従来の食器洗い機の背面図
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　第１の発明の食器洗い機は、本体と、前記本体内に設けられ、食器等の被洗浄物が出し
入れされる開口部を有する洗浄槽と、前記洗浄槽内に収容された前記被洗浄物を洗浄する
洗浄装置と、前記開口部を開閉自在に覆う扉体と、前記洗浄槽に供給される水を前記洗浄
槽内に導く給水ホースと、前記洗浄槽から排出される洗浄水を機外へ導く排水ホースとを
備え、前記給水ホースと前記排水ホースの少なくとも一方を内部に収納できるホース収納
部が、前記本体もしくは前記洗浄槽の左右側部に設けられたものである。この構成によっ
て、給水ホースや排水ホースを外部から見えないように収容でき、外観に優れた食器洗い
機を提供することができる。
【００１１】
　第２の発明は、特に、第１の発明において、前記ホース収納部は、前記本体もしくは前
記洗浄槽の背面部にも設けられ、左右側部に設けられたホース収納部部分と連続させて設
けられたものである。この構成によって、食器洗い機がいずれの向きに載置されても、給
水ホースや排水ホースを外部から見えないように収容でき、外観に優れた食器洗い機を提
供することができる。
【００１２】
　第３の発明は、特に、第１または第２の発明において、前記ホース収納部の外側部は、
食器洗い機の底部載置面に近い高さまで下方に延設されたものである。この構成によって
、ホース収納部内に収納された給水ホースや排水ホースがホース収納部外に飛び出し、美
観を損なうことを防止することができる。
【００１３】
　第４の発明は、特に、第１～第３のいずれかの発明において、前記ホース収納部は、前
記洗浄槽の底部を構成する洗浄槽底部構成部材に一体形成されたものである。この構成に
よって、ホース収納部を堅牢かつ安価に形成することができる。
【００１４】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。なお、この実施の
形態によって本発明が限定されるものではない。
【００１５】
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　（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１における食器洗い機の上扉体および下扉体が開かれた状
態の正面外観斜視図である。図２は、本発明の実施の形態１における食器洗い機の背面外
観斜視図である。図３は、本発明の実施の形態１における食器洗い機の正面図である。図
４は、本発明の実施の形態１における食器洗い機の要部正面断面図である。図５は、本発
明の実施の形態１における食器洗い機の上扉体および下扉体が閉じられた状態の側壁部断
面図である。図６は、本発明の実施の形態１における食器洗い機の上扉体および下扉体が
開かれた状態の側面図である。
【００１６】
　図１～図６に示されるように、食器洗い機の本体１の内部には、樹脂製の洗浄槽２が設
けられている。洗浄槽２の前面には、食器等の被洗浄物６が出し入れされる開口部３が設
けられている。開口部３の上部と下部をそれぞれ上扉体４と下扉体５によって開閉するよ
う構成されている。
【００１７】
　開口部３の周囲の前面には、例えばシリコンゴム等の弾性体からなるシール部材９が取
付けられている。シール部材９と、上扉体４に設けられた上扉体シール受け部（図示せず
）と、下扉体５に設けられた下扉体シール受け部（図示せず）とによって、開口部３のシ
ール部が構成されている。上扉体４の下端部には扉体間シール部材６８（図２２）が取付
けられており、上扉体４と下扉体５とが閉じられたとき、上扉体４の下端部と下扉体５の
上端部との間のシール性が確保されるよう構成されている。
【００１８】
　上扉体４と下扉体５は、洗浄槽２の左右の外側壁に設けられた一対の扉体開閉機構１０
によって連動して回動されて開閉される。上扉体４と下扉体５は、開口部３の前側下方に
その内面が上向きで略水平となる位置まで開成されるよう構成されている。上扉体４と下
扉体５は、開成されたとき、上扉体４が下扉体５の上に重なるように位置する。すなわち
、上扉体４と下扉体５とが開成された状態では、上扉体４の内面側が最上部に位置し、使
用者の目に触れやすい。なお、上扉体４は光透過部６５を備えている。下扉体５は、全面
不透明に構成されている。
【００１９】
　下扉体５の前面には、扉体オープンボタン１１が設けられている。上扉体４および下扉
体５を開口部３に閉成された状態で洗浄槽２にロックする扉体ロック装置１２が、洗浄槽
２の外側壁に設けられている。使用者が扉体オープンボタン１１を押し込むと、扉体ロッ
ク装置１２はロックが解除され、下扉体５が下端部を中心に少し回動され、上端部が、使
用者の指が掛けられる程度前方に開かれるよう構成されている。
【００２０】
　なお、上扉体４および下扉体５を開く方式は、上記の方式に限定されるものではない。
例えば、上扉体４および下扉体５が開口部３を閉じている状態において、上扉体４および
下扉体５を開放方向に弾性的に付勢しておき、扉体ロック装置によってロックし、閉じた
状態に維持しておく。使用者が扉体オープンボタンを押し込むと、扉体ロック装置はロッ
クが解除され、上扉体４および下扉体５は、開放方向への付勢力によって自動で開成状態
まで開かれる。このような方式であってもよい。
【００２１】
　下扉体５の前面に、操作表示部１３が設けられている。操作表示部１３は、食器洗い機
の運転を制御する制御部（図示せず）と電気的に接続されており、制御部と運転に関する
情報をやりとりする。制御部は、洗い工程、すすぎ工程および乾燥工程を制御し、被洗浄
物６の洗浄運転を実行する。使用者は、操作表示部１３を操作して、運転コースの選択お
よび洗浄、すすぎ、乾燥の時間や回数等の条件を入力する。また、使用者は、操作表示部
１３に表示される情報によって、選択された運転コースや運転状況の確認を行うことがで
きる。
【００２２】
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　洗浄槽２の内部には、食器等の被洗浄物６がセットされる上食器かご７および下食器か
ご８が収納されている。上食器かご７および下食器かご８は、いずれも洗浄槽２の左右の
内側面２ａ、２ｂに前後方向に個別に移動可能に支持されている。上食器かご７および下
食器かご８は、上扉体４と下扉体５が開成されたとき、洗浄槽２の前面の開口部３より前
方に引き出すことが可能である。
【００２３】
　洗浄槽２の内部に洗浄水を供給する給水部が備えられている。給水部は、本体１に設け
られた給水弁（図示せず）と、給水弁と洗浄槽２とを接続する内部給水配管と、給水弁と
水道水配管とを接続する給水ホース９６とによって構成されている。制御部が、洗浄槽２
の内部と連通する水位センサ（図示せず）からの情報に基づいて給水弁を制御し、洗浄お
よびすすぎにおいて、洗浄槽２の内部に所定量の洗浄水を供給する。
【００２４】
　図４に示されるように、洗浄槽２内の下部に、複数設けられた噴射孔から洗浄水を噴射
する第１の回転洗浄ノズル１４および第２の回転洗浄ノズル１５が配設されている。洗浄
槽２の内部の背面には、洗浄槽２の内壁に沿わせてほぼ十字形状の固定洗浄ノズル１６が
配設されている。固定洗浄ノズル１６は、扁平な筒状に形成されており、洗浄槽２の内部
スペースを広く確保している。
【００２５】
　固定洗浄ノズル１６の上部には、複数の噴射孔から洗浄水を噴射する垂直部位１６ａが
延設されている。固定洗浄ノズル１６の右側には、複数の噴射孔を備えた第１の水平部位
１６ｂが延設されている。固定洗浄ノズル１６の左側には、複数の噴射孔を備えた第２の
水平部位１６ｃが延設されている。第２の水平部位１６ｃには、前方へ延設された円筒形
状の回転洗浄ノズル導水路１７ａが接続されている。回転洗浄ノズル導水路１７ａの先端
部には、第３の回転洗浄ノズル１７が設けられ、第２の水平部位１６ｃと連通されている
。第３の回転洗浄ノズル１７は、上食器かご７の左側下方に配設されている。第３の回転
洗浄ノズル１７は、洗浄水を噴射する複数の噴射孔を上面に備え、上食器かご７の左側に
収容された被洗浄物６に向けて、すぐ真下から洗浄水を噴射する。
【００２６】
　洗浄槽２内に収容された被洗浄物６に向けて、第１の回転洗浄ノズル１４、第２の回転
洗浄ノズル１５、固定洗浄ノズル１６、および固定洗浄ノズル１６と連通された第３の回
転洗浄ノズル１７から洗浄水が順番に噴射されることにより、被洗浄物６は洗浄される。
【００２７】
　図５に示されるように、すすぎ後の被洗浄物６を乾燥させる乾燥装置３０が洗浄槽２の
外側部に設けられている。乾燥装置３０は、ヒータ（図示せず）、ファン３１、空気温度
センサ（温度センサ２９）、送風配管３２等によって構成されている。これらの構成につ
いては、よく知られたものと同様であるので、詳しい説明は省略する。乾燥装置３０の送
風配管３２は、一端が洗浄槽２内の右奥下部に設けられた乾燥用空気吹出口２ｃに連通さ
れており、他端が洗浄槽２内の右奥上部に設けられた乾燥用空気吸込口２ｄに連通されて
いる。この構成により、ファン３１によって送風された乾燥用空気は、洗浄槽２の内部を
循環し、被洗浄物６を乾燥させる。空気温度センサ（温度センサ２９）は、洗浄槽２の底
部の乾燥用空気吹出口２ｃに近い位置の外壁に設置されている。
【００２８】
　上食器かご７および下食器かご８の洗浄槽２の左右の内側面２ａ、２ｂに対する支持構
成について図４～図８を参照して説明する。図７は、本発明の実施の形態１における食器
洗い機の食器かごガイドレールの構成を示す洗浄槽の内側面の要部斜視図である。図８は
、本発明の実施の形態１における食器洗い機の上食器かごが前方に引き出された状態の要
部斜視図である。
【００２９】
　図４および図７に示されるように、洗浄槽２の左右の内側面２ａ、２ｂに、上食器かご
７を前後方向に移動可能に支持する上食器かごガイドレール７１と、下食器かご８を前後
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方向に移動可能に支持する下食器かごガイドレール８１とが、洗浄槽２と一体成形によっ
てそれぞれ左右一対設けられている。
【００３０】
　上食器かごガイドレール７１と下食器かごガイドレール８１とは、いずれも洗浄槽２の
前面の開口部３の近傍から背壁面の近傍までに亘り、奥行き方向にほぼ水平に設けられて
いる。上食器かごガイドレール７１の断面は、先側が短辺である台形形状を成している。
この台形形状の斜辺となる上下面が、上食器かご７が使用時に前後方向に移動可能に支持
されるガイドレール部である。上食器かご滑落防止リブ７１ａが、台形形状の短辺から上
方に延設されている。
【００３１】
　下食器かごガイドレール８１の断面は、上面が内側に向かってやや下り傾斜を有する三
角形状を成している。この三角形状の上面が、下食器かご８が使用時に前後方向に移動可
能に支持されるガイドレール部である。下食器かご滑落防止リブ８１ａが、三角形状の内
面側から上方に延設されている。
【００３２】
　図１１および図１２の食器かごの斜視図に示されるように、上食器かご７の左右の側面
に樹脂製の側面部材７３が固定され、下食器かご８の左右の側面に樹脂製の側面部材８３
が固定されている。側面部材７３、８３の後部にそれぞれレール保持部７３ａ、８３ａが
下方に突出して一体成形されて設けられている。
【００３３】
　図８に示されるように、上食器かご７のレール保持部７３ａは溝部７３ｂを有しており
、溝部７３ｂが台形形状の断面を有する上食器かごガイドレール７１に嵌合される。これ
により、上食器かご７が上食器かごガイドレール７１に前後方向に移動可能に支持される
。下食器かご８は、レール保持部８３ａが下食器かごガイドレール８１の上面に載置され
る。これにより、下食器かごガイドレール８１に前後方向に移動可能に支持される。
【００３４】
　上食器かごガイドレール７１の最前部には、上食器かごガイドレール７１の上面側には
突出しないように、ストッパー部７４が一体成形によって形成されている。図８に示され
るように、上食器かご７が前方に引き出されるとき、レール保持部７３ａがストッパー部
７４によって前方への移動を阻止される。これにより、上食器かご７が前方に抜け落ちる
ことがない。
【００３５】
　上食器かご７の上食器かごガイドレール７１に対する取り付け、取り外し構成について
図９および図１０を参照して説明する。図９は、本発明の実施の形態１における食器洗い
機の上食器かごが上食器かごガイドレールに取り付けられた状態を示す説明図である。図
１０は、本発明の実施の形態１における食器洗い機の上食器かごが上食器かごガイドレー
ルから取り外される時の説明図である。
【００３６】
　上食器かごガイドレール７１の後方部には、上食器かご７を取り外すための切欠き部７
５が設けられている。図９（ａ）に示されるように、上食器かご７が洗浄槽２内に収納さ
れ、洗浄、すすぎ、乾燥が行われる際には、上食器かご７は、上食器かごガイドレール７
１に支持されている必要がある。したがって、上食器かごガイドレール７１の後方部の切
欠き部７５は、上食器かごガイドレール７１の最後部より前方に設けられている。これに
より、上食器かご７が収納されているときに外れず、確実に支持される。切欠き部７５の
前後方向の寸法は、上食器かご７の側面部材７３のレール保持部７３ａの前後方向の寸法
よりわずかに大きく設定されている。なお、上食器かご７が最前方まで引き出された時、
図９（ｂ）に示されるように、レール保持部７３ａは上食器かごガイドレール７１のスト
ッパー部７４に当接される。
【００３７】
　上食器かご７を上食器かごガイドレール７１から取り外す場合、レール保持部７３ａを
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切欠き部７５の位置に合わせて上方に移動させる。これにより、レール保持部７３ａが切
欠き部７５を通過して上食器かご７を取り外すことができる。具体的には、図１０（ａ）
に示される位置で、レール保持部７３ａが切欠き部７５の位置に合う。そして、図１０（
ｂ）に示されるように、レール保持部７３ａが上食器かごガイドレール７１より上に来る
まで上食器かご７を持ち上げることにより、レール保持部７３ａが上食器かごガイドレー
ル７１から外れる。そして、上食器かご７を前方に引き出すことにより食器洗い機の前方
に取り出すことができる。
【００３８】
　上食器かご７を上食器かごガイドレール７１に取り付ける場合、レール保持部７３ａを
上食器かごガイドレール７１の上面７６上をスライドさせて後方に押し込み、切欠き部７
５から落とし込む。その後、前方に引くか後方に押し込めば、レール保持部７３ａの溝部
７３ｂが上食器かごガイドレール７１に嵌合され、上食器かご７は上食器かごガイドレー
ル７１に前後方向に移動可能に取り付けられる。
【００３９】
　ストッパー部７４が上食器かごガイドレール７１の上面側には突出されていないため、
上食器かご７の取り外しおよび取り付けに際し、ストッパー部７４を乗り越える必要がな
い。したがって、上食器かご７の取り外しおよび取り付けがスムーズに行われる。
【００４０】
　次に、上食器かご７および下食器かご８の構成について、図を参照して詳しく説明する
。図１１は、本発明の実施の形態１における食器洗い機の上食器かごの構成を示す斜視図
である。図１２は、本発明の実施の形態１における食器洗い機の下食器かごの構成を示す
斜視図である。図１３は、本発明の実施の形態１における食器洗い機の上食器かごの右側
に載置される第２のセットかごに被洗浄物がセットされた状態を示す説明図である。図１
４は、本発明の実施の形態１における食器洗い機の上食器かごの右側に載置される第２の
セットかごの載置状態を示す斜視図である。図１５は、本発明の実施の形態１における食
器洗い機の下食器かごの第３のセットかごの支持部材の要部拡大図である。図１６は、本
発明の実施の形態１における食器洗い機の下食器かごの第３のセットかごに被洗浄物がセ
ットされた状態を示す説明図である。図１７は、本発明の実施の形態１における食器洗い
機の下食器かごの第３のセットかごに、被洗浄物として丼鉢がセットされた状態を示す説
明図である。図１８は、本発明の実施の形態１における食器洗い機の下食器かごの包丁立
ての部分拡大図である。図１９は、本発明の実施の形態１における食器洗い機の下食器か
ごの包丁立てに包丁がセットされた状態を示す説明図である。
【００４１】
　図１１（ａ）に示されるように、上食器かご７は、上食器かご本体７７と、上食器かご
本体７７の左側に載置される第１のセットかご７８と、上食器かご本体７７の右側に載置
される第２のセットかご７９と、上食器かご本体７７の左右に固定される側面部材７３と
から構成されている。第１のセットかご７８は、着脱可能ではあるが、通常、上食器かご
本体７７に取り付けられて使用される。
【００４２】
　図１１（ｂ）に示されるように、通常、第１のセットかご７８には茶碗や汁椀が、第２
のセットかご７９（コップ類載置部）にはコップ類がそれぞれセットされる。
【００４３】
　上食器かご本体７７は、ステンレス等の金属線材に折り曲げ加工および接合を施して、
外周枠および底枠が形成されている。上食器かご本体７７は、ステンレス等の金属線材で
形成された外周枠および底枠で構成され、これらの線材に樹脂コーティングが施されてい
てもよい。
【００４４】
　第１のセットかご７８および第２のセットかご７９は、ともに、外周枠部７８ａ、７９
ａと、底枠部７８ｂ、７９ｂとで構成され、樹脂材料で一体に成形されている。側面部材
７３は、樹脂材料で板状に形成され、前後に移動するためのレール保持部７３ａが一体成
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形されている。
【００４５】
　第１のセットかご７８の底枠部７８ｂは、左右方向に直線状に伸び前後方向に複数本（
本実施の形態では６本）並行に配設された棒状の支持部材７８ｃと、前後方向に上面視直
線状に伸び左右方向に複数本（本実施の形態では６本）並行に配設された板状の支持部材
７８ｄとが一体化されて格子状に構成されている。前後方向に伸びる支持部材７８ｄには
各々、茶碗や汁椀の縁部を２箇所で支持する突起部７８ｅが前後方向に複数対（本実施の
形態では２対）設けられている。支持部材７８ｄの一対の突起部７８ｅと隣接する一対の
突起部７８ｅとの間の部位を下方に凹状に湾曲させ、全体として波形形状に形成されてい
る。突起部７８ｅは、板状の支持部材７８ｄの片面に設けられている。
【００４６】
　前後方向に上面視直線状に伸びる支持部材７８ｄを波形形状が連続した形状とすること
により、従来一般的であったピン状に立設した部位は存在しない。
【００４７】
　第２のセットかご７９の底枠部７９ｂは、左右方向に上面視直線状に伸び前後方向に複
数本（本実施の形態では５本）並行に配設された棒状の支持部材７９ｃと、前後方向に直
線状に伸び左右方向に複数本（本実施の形態では６本）並行に配設された板状の支持部材
７９ｄとが一体化されて格子状に構成されている。底枠部７９ｂには、ガラスコップ等を
前方にやや傾斜させて裏向けに支持するコップ立て部７９ｅが複数（本実施の形態では左
右に３個を２列）設けられている。コップ立て部７９ｅを除く底枠部７９ｂの上面は、１
つに連続するほぼ水平な平面を成している。
【００４８】
　コップ立て部７９ｅは、コップ等の外面を支持する外面支持部７９ｆと、外面支持部７
９ｆに近接させて設けられコップ等の内面縁部を支持する内面支持部７９ｇとで構成され
ている。
【００４９】
　外面支持部７９ｆは、互いに隣接する前後方向に伸びる支持部材７９ｄの並行する位置
から柱状部位を上方に立設させ、立設させた両方の部位の上端間を下方に凹状に湾曲させ
て連続させて略Ｍ字形状に形成されている。
【００５０】
　内面支持部７９ｇは、外面支持部７９ｆの後方に隣接させて設けられている。内面支持
部７９ｇは、左右方向に伸びる支持部材７９ｃもしくは互いに隣接する前後方向に伸びる
支持部材７９ｄの並行する位置同士を結んで形成された支持部から斜め前方上方に、すな
わち外面支持部７９ｆ方向に傾斜させて立設されている。内面支持部７９ｇの上端部は、
後方に屈曲させ、垂直に近い角度を成している。内面支持部７９ｇの高さは、外面支持部
７９ｆより高く形成されている。コップ立て部７９ｅにガラスコップがセットされた状態
を図１３に示す。
【００５１】
　第２のセットかご７９は、後部に左右一対の係止部７９ｈと、前部に左右一対の載置部
７９ｉとを備えている。この構成によって、第２のセットかご７９は、通常位置と、通常
位置より高い位置とに選択的に架け替えることができる。
【００５２】
　図１４（ａ）に示されるように、通常は、上食器かご本体７７の底枠上に載置されてい
る。この通常状態においては、係止部７９ｈおよび載置部７９ｉは、特別な作用を及ぼし
てはいない。
【００５３】
　第２のセットかご７９の直下に位置する下食器かご８にサイズの大きい大皿をセットし
たい場合がある。この場合に、第２のセットかご７９を通常位置より高い位置に架け替え
て使用する。図１４（ｂ）に示されるように、係止部７９ｈは、上食器かご本体７７の外
周枠の後部を構成する左右に伸びる線材の、例えば最上部の線材に係止される。そして、
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載置部７９ｉは、上食器かご本体７７の外周枠の前部を構成する左右に伸びる線材の、例
えば最上部の線材上に載置される。これにより、第２のセットかご７９は、上食器かご本
体７７に対して通常位置より高い位置に架けられる。
【００５４】
　図１２（ａ）に示されるように、下食器かご８は、下食器かご本体８７と、下食器かご
本体８７の左側に載置される第３のセットかご８８と、下食器かご本体８７の中央やや右
寄りに載置される小物入れ８９と、下食器かご本体８７の左右に固定される側面部材８３
とから構成されている。第３のセットかご８８は、着脱可能ではあるが、通常、下食器か
ご本体８７に取り付けられて使用される。
【００５５】
　図１２（ｂ）に示されるように、通常、第３のセットかご８８には茶碗、汁椀、丼鉢や
小皿、中皿がセットされる。小物入れ８９には、箸、フォーク、スプーン等がセットされ
る。小物入れ８９より右側の下食器かご本体８７には、大皿、ラーメン鉢等の比較的大き
い食器類がセットされる。
【００５６】
　下食器かご本体８７は、ステンレス等の金属線材に折り曲げ加工および接合を施して、
外周枠および底枠が形成されている。下食器かご本体８７の小物入れ８９が載置される位
置より右側には、一対の金属線材を逆ハの字形に立設させて複数形成した大皿支持部８７
ａが設けられている。なお、下食器かご本体８７は、ステンレス等の金属線材で構成され
た外周枠、底枠および大皿支持部８７ａに樹脂コーティングが施されていてもよい。
【００５７】
　小物入れ８９は、樹脂材料で有底直方体の箱状に形成されている。小物入れ８９は、複
数の収納部に分割されている。外周部には、全面に亘って格子状の多数のスリットが設け
られている。側面部材８３は、樹脂材料で板状に形成され、前述されたレール保持部８３
ａが一体成形されている。
【００５８】
　第３のセットかご８８は、左右方向に直線状に伸び前後方向に複数本（本実施の形態で
は、左側８本、右側６本）並行に配設された棒状の支持部材８８ｃ（第２の支持部材）と
、前後方向に上面視直線状に伸び左右方向に複数本（本実施の形態では、左側６本、右側
４本）並行に配設された支持部材８８ｄ（第１の支持部材）とが一体化されて格子状に構
成されている。隣り合う支持部材８８ｄの中間の支持部材８８ｃ上には、短いピン８８ｅ
（突起部）が立設されている。
【００５９】
　前後方向に上面視直線状に伸びる支持部材８８ｄは、側面から見ると、波形形状が連続
した形状を成している。波形形状部は、立設させた一対の部位の上端間を下方に凹状に湾
曲させて連続させて略Ｍ字形状をなしている。凹状に湾曲させた部分で椀の高台あるいは
外面、鉢や皿の外面を支持し、隣接する支持部材８８ｄの立設させた一対の部位で椀、鉢
、皿の縁部を支持する。
【００６０】
　前後方向に上面視直線状に伸びる支持部材８８ｄを波形形状が連続した形状とすること
により、前後方向に上面視直線状に伸びる支持部材８８ｄには、従来一般的であったピン
状に立設した部位は存在しない。また、支持部材８８ｃ上に立設された短いピン８８ｅは
、複数の前後方向の支持部材８８ｄの波形形状の波頭相当部の最も低い高さより低い高さ
で形成されている。
【００６１】
　図１５に示されるように、支持部材８８ｄは、形状およびサイズが異なる椀、鉢、皿に
対応可能なように、波形形状を異ならせたＡ、Ｂ、Ｃの３種が使い分けられている。波形
形状Ａの支持部材８８ｄと波形形状Ｂの支持部材８８ｄは、第３のセットかご８８の左側
部分において、交互に位置するよう設けられている。波形形状Ｃの支持部材８８ｄは、第
３のセットかご８８の右側部分に設けられている。
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【００６２】
　第３のセットかご８８の左側部分における各種食器類のセット例を、図１６および図１
７に示す。茶碗、汁椀、小鉢のセットは、第３のセットかご８８の後方部分において、図
１６（ａ）に示されるように行われる。隣り合う波形形状Ａの支持部材８８ｄと波形形状
Ｂの支持部材８８ｄとは、この部分は同じ形状に成形されている。茶碗、汁椀、小鉢の高
台あるいは外面が略Ｍ字形状の凹状に湾曲させた部分あるいは２つの上端部で支持され、
縁部が隣の支持部材８８ｄの略Ｍ字形状の根元部分で支持される。第３のセットかご８８
の前方部分においても、図１６（ｃ）に示されるように、同様に支持される。したがって
、茶碗、汁椀、小鉢は、前後２列にセットすることが可能である。
【００６３】
　第３のセットかご８８の左側部分における丼鉢のセットは、前後方向の中央部分におい
て、図１７に示されるように行われる。この部分は、隣り合う波形形状Ａの支持部材８８
ｄと波形形状Ｂの支持部材８８ｄとで異なる形状に成形されている。波形形状Ａの支持部
材８８ｄの中央部は、両側の茶碗、汁椀、小鉢のセットに使用される略Ｍ字形状より２つ
の上端部が高い大きな略Ｍ字形状を成している。波形形状Ｂの支持部材８８ｄは、大きく
凹設されている。
【００６４】
　丼鉢は、茶碗、汁椀、小鉢に較べて高さが高いので、波形形状Ｂの支持部材８８ｄは使
用されず、波形形状Ａの支持部材８８ｄが使用される。丼鉢の高台あるいは外面が略Ｍ字
形状の凹状に湾曲させた部分あるいは２つの上端部で支持され、縁部が隣のまた隣の波形
形状Ａの支持部材８８ｄの中央部の略Ｍ字形状の根元部分で支持される。
【００６５】
　第３のセットかご８８の右側前部には、洗剤投入部９０が開口されて一体に設けられて
いる。洗剤投入部９０は、下食器かご８が洗浄槽２内に収容されたとき、排水口１９のほ
ぼ真上に位置するように設けられている。
【００６６】
　図１８、図１９（ａ）および図１９（ｂ）に示されるように、第３のセットかご８８の
最前部で洗剤投入部９０の前方には、第１の包丁立て８８ｆおよび第２の包丁立て８８ｇ
が、それぞれ一体成形によって設けられている。第１の包丁立て８８ｆは、第２の包丁立
て８８ｇより右側に設けられている。第１の包丁立て８８ｆの上面の高さは、第２の包丁
立て８８ｇの上面より高く設定されている。第３のセットかご８８の最前部で左端部には
、包丁先端カバー８８ｈが一体成形によって設けられている。
【００６７】
　一般のサイズの包丁は、先端を包丁先端カバー８８ｈに入れ、柄の部分を第１の包丁立
て８８ｆの上面に載せてセットされる。ペティナイフ等の小サイズの包丁は、先端を包丁
先端カバー８８ｈに入れ、柄の部分を第２の包丁立て８８ｇの上面に載せてセットされる
。
【００６８】
　次に、給水ホース９６および排水ホース９７に関連する本体１および洗浄槽２の構成を
図を参照して説明する。
【００６９】
　図１および図２に示されるように、本体１は、樹脂製の上面構成部材９１と、側面を構
成する金属板で略コの字に形成された本体側面部材９２とで構成されている。本体１の内
部に設けられた洗浄槽２は、左右側面、上面および背面の各側面を構成する樹脂製の洗浄
槽部材９３と、底部を構成する樹脂製の底部構成部材９４とで構成されている。図２０は
、底部構成部材９４の要部正面断面図である。
【００７０】
　図２０に示されるように、洗浄槽２の底部構成部材９４は、底部本体９４ａの外周部９
４ｂの周囲に底部側壁部９４ｃが延設されている。底部側壁部９４ｃの上端は、本体側面
部材９２の下端とほぼ一致させて組み立てられ、本体１の本体側面部材９２と、洗浄槽２
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の底部構成部材９４の底部側壁部９４ｃとによって、食器洗い機の左右側面および背面が
形成されている。
【００７１】
　洗浄槽２の底部構成部材９４の底部側壁部９４ｃの下端は、食器洗い機の底部載置面に
近い高さまで下方に延設されている。そして、底部本体９４ａの外周部９４ｂと底部側壁
部９４ｃとの間にホース収納部９５が形成されている。給水ホース９６および排水ホース
９７が、このホース収納部９５に収納される。
【００７２】
　以上のように、ホース収納部９５は、洗浄槽２の底部構成部材９４の左右側部および背
部の下部を連続させる形態で、底部構成部材９４に一体形成されている。
【００７３】
　図２に示されるように、底部側壁部９４ｃの背面側には、切欠き状の開口部９４ｄが設
けられている。この開口部９４ｄは、給水ホース９６および排水ホース９７の食器洗い機
への接続作業のために設けられている。
【００７４】
　なお、ホース収納部９５へのホースの収納は、図２０（ａ）に示されるように、給水ホ
ース９６および排水ホース９７がともに収納されることが理想的であるが、図２０（ｂ）
に示されるように、いずれか一方のホースのみが収容される構成であってもよい。
【００７５】
　また、本実施の形態では、ホース収納部９５は、洗浄槽２の底部構成部材９４の左右側
部および背部の下部に互いに連続する形態で設けられているが、背部には設けられず、左
右両側部もしくはそのいずれか一方の側部にのみ設けられていてもよい。
【００７６】
　次に、上扉体４の構造について、図を参照して詳しく説明する。図２１は、本発明の実
施の形態１における食器洗い機の上扉体の構成を示す分解斜視図である。図２２は、本発
明の実施の形態１における食器洗い機の上扉体の縦断面図である。
【００７７】
　図２１および図２２に示されるように、上扉体４は、洗浄槽２の開口部３側に位置する
内面側部材６１と、内面側部材６１の外側に位置する外面側部材６２と、最前面の透明化
粧部材６３とにより構成されている。
【００７８】
　内面側部材６１は、額縁形状の不透明な第１の枠部６４と、第１の枠部６４の内側に設
けられる光透過部６５とを有し、樹脂による二色成形によって一体に形成されている。内
面側部材６１は、下記の手順によって、二色成形される。まず、内側の光透過部６５が、
ポリプロピレン等の光透過性の樹脂材料で一次成形される。次いで、内側の光透過部６５
の周囲に、第１の枠部６４が、不透明な樹脂材料で二次成形され、内面側部材６１は完成
する。第１の枠部６４には、上扉体４が洗浄槽２に取り付けられたとき、開口部３より洗
浄槽２の内部に位置する膨出部６６が内面側に形成されている。内面側部材６１の下端部
に設けられた溝部６７には、扉体間シール部材６８が取り付けられている。
【００７９】
　外面側部材６２は、不透明な樹脂材料で一体に成形されている。外面側部材６２の中央
には、内面側部材６１の光透過部６５に対応させて、窓部６９が開口されている。窓部６
９は、内面側部材６１の光透過部６５より上下左右とも小さいサイズで開口されている。
すなわち、内面側部材６１の額縁状の不透明な第１の枠部６４は、外面側部材６２の額縁
部によって覆い隠される構成である。これにより、内面側部材６１の額縁状の不透明な第
１の枠部６４の内部構成や内蔵された部品、さらには内面側部材６１の額縁状の不透明な
第１の枠部６４と第１の枠部６４の内側に設けられた光透過部６５との接合部を使用者の
目に触れなくしている。
【００８０】
　内面側部材６１と外面側部材６２の間には、光透過部６５および窓部６９の周囲を囲む
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ようにパッキング（図示せず）が設けられている。これにより、光透過部６５および窓部
６９で囲まれる空間内への洗浄水および湿った空気の侵入を防止している。これにより、
上扉体４の光透過部が曇ることがなく、使用者は、使用中に上扉体４の光透過部を介して
洗浄槽２の内部の状況を確認することができる。
【００８１】
　外面側部材６２の前面部は、外縁部を残して、透明化粧部材６３が嵌め込まれるように
、ほぼ透明化粧部材６３の厚さ分凹設されている。
【００８２】
　透明化粧部材６３は、透明な樹脂材料で平板状に成形されている。透明化粧部材６３は
、外面側部材６２の前面に嵌め込まれ、透明な接着剤によって外面側部材６２に固着され
ている。
【００８３】
　以上のように構成された食器洗い機について、その動作および作用を説明する。
【００８４】
　使用者が下扉体５の扉体オープンボタン１１を押し込むと、扉体ロック装置１２のロッ
クが解除され、下扉体５の上端部が少し前方に開かれる。次いで、使用者が下扉体５の上
端部に手を掛け前方下方に引くことによって、下扉体５は本体１の前方下方に開かれる。
このとき、上扉体４も扉体開閉機構１０によって連動して本体１の前方下方に開かれる。
そして、上扉体４と下扉体５は、上扉体４が下扉体５の上に重なった状態で、ほぼ水平状
態まで開成され、洗浄槽２の前面の開口部３は前方に開放される。
【００８５】
　このとき、上扉体４の内面側が最も上位に位置し、使用者の目に触れやすい。本実施の
形態では、上扉体４の内面側部材６１は、額縁形状の不透明な第１の枠部６４と光透過部
６５とが二色成形によって一体に形成されている。したがって、上扉体４の組み付け関係
の部材は、第１の枠部６４によって見えることなく、また一体成形されていることによっ
て見栄えが良い。
【００８６】
　使用者は、開放された洗浄槽２の開口部３から下食器かご８を前方に引き出し、洗浄し
たい被洗浄物６を下食器かご８にセットする。本実施の形態における下食器かご８は、下
記のような被洗浄物６がセットされるのに適した構成となっている。箸、フォーク、スプ
ーン等は、下食器かご８の中央やや右寄りに設けられた専用の小物入れ８９に収容される
。小物入れ８９の右側には、大皿、ラーメン鉢等の比較的大きい食器が収容される。小物
入れ８９の左側の第３のセットかご８８には、丼鉢、小鉢、中皿等が収容される。小物入
れ８９の左前方の包丁立て８８ｆ、８８ｇには包丁がセットされる。
【００８７】
　第３のセットかご８８の前後方向の支持部材８８ｄが波形形状に形成されることによっ
て、支持部材８８ｄは手前から奥まで直線で構成され、さらにピン形状の支持部は個数も
少なく、高さも低くすることができる。これにより、被洗浄物６のセッティングを非常に
スムーズに行うことができる。運転終了後の被洗浄物６の第３のセットかご８８からの取
り外しも、同様にスムーズに行うことができる。また、被洗浄物６を伏せ置きする場合も
適正に行うことができる。
【００８８】
　下食器かご８に被洗浄物６のセッティングが終了すると、使用者は、下食器かご８を洗
浄槽２内に押し込み収容する。
【００８９】
　次に、使用者は、上食器かご７を前方に引き出し、洗浄したい被洗浄物６を上食器かご
７にセットする。本実施の形態における上食器かご７は、下記のような被洗浄物６がセッ
トされるのに適した構成となっている。上食器かご７の左側の第１のセットかご７８には
、茶碗、汁椀、小皿等が収容される。上食器かご７の右側の第２のセットかご７９には、
コップ、弁当箱、碗類等が収容される。
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【００９０】
　第１のセットかご７８は、前後方向の支持部材７８ｄが波形形状に形成されることによ
って、支持部材７８ｄは手前から奥まで直線で構成され、さらにピン形状の支持部を無く
することができる。これにより、被洗浄物６のセッティングを非常にスムーズに行うこと
ができる。運転終了後の被洗浄物６の第１のセットかご７８からの取り外しも、同様にス
ムーズに行うことができる。また、被洗浄物６を伏せ置きする場合も適正に行うことがで
きる。
【００９１】
　第２のセットかご７９には、特徴ある構成のコップ立て部７９ｅが備えられた。これに
より、使用者は、コップ類の外面と内面をしっかりと支持しつつ、洗浄効率が良い前方に
やや傾斜させた姿勢にコップ類を容易にセットすることができる。使用者は、外面支持部
７９ｆより高い内面支持部７９ｇの上端部を目安として、コップ類を内面支持部７９ｇの
上方から内面支持部７９ｇに被せるように挿入し、縁部を相隣る２本の支持部材７９ｄに
載せる。その後、コップ類を前方に傾斜させる。このような簡単な作業により、コップ類
の外面を外面支持部７９ｆに支持させ、内面縁部を内面支持部７９ｇの根元部に当接させ
て支持させ、縁部を相隣る２本の支持部材７９ｄに支持させ、前方にやや傾斜させた安定
した姿勢にコップ類をセットすることができる。
【００９２】
　また、第２のセットかご７９の底枠部７９ｂの上面をほぼ水平な平面に形成し、かつ、
コップ立て部７９ｅを特徴ある構成とすることにより、従来はコップ専用であったコップ
立て部を利用して、小鉢等も伏せ置き姿勢にセットすることができる。
【００９３】
　また、第２のセットかご７９は、通常より高い位置に架け替えることができる。下食器
かご８にサイズの大きい大皿をセットして洗いたい場合は、第２のセットかご７９を通常
より高い位置に架け替えれば、大皿を下食器かご８に容易に収納することができる。
【００９４】
　また、上食器かご７は、ほぼ奥に押し込んだ位置にて上方に持ち上げるだけで、容易に
上食器かごガイドレール７１から取り外すことができる。被洗浄物６を上食器かご７にき
っちりとセットしたい場合は、上食器かご７を上食器かごガイドレール７１から取り外し
て、食器洗い機から取り出して、被洗浄物６のセッティングを行うことができる。被洗浄
物６をセッティングした状態の上食器かご７はかなり重くなるが、上食器かごガイドレー
ル７１上に載せて押し込めば、半ば自動的に上食器かご７を上食器かごガイドレール７１
に取り付けることができる。
【００９５】
　上食器かご７に被洗浄物６のセッティングが終了すると、使用者は、上食器かご７を洗
浄槽２内に押し込み収容する。
【００９６】
　なお、下食器かご８と上食器かご７への被洗浄物６のセットは、上記と逆の順に行われ
てもよいし、両方同時に行われてもよい。また、下食器かご８に収容する被洗浄物６が大
きい場合、上食器かご７は、前述されたように洗浄槽２の上食器かごガイドレール７１か
ら容易に取り外せる構成としているので、取り外され、使用されなくてもよい。
【００９７】
　次に、使用者は、適量の洗剤を下食器かご８に設けられた洗剤投入部９０から洗浄槽２
に投入し、上扉体４および下扉体５を閉じる。使用者は、操作表示部１３によって電源を
投入し、運転コースおよび時間等の条件を入力し、スタートボタンを押す。すると、制御
部は、食器洗い機の運転を開始し、入力された条件にしたがって洗浄工程、すすぎ工程、
乾燥工程を順に実行する。
【００９８】
　まず、給水弁が動作して、所定量の洗浄水が洗浄槽２内に給水される。給水弁が停止し
、給水が終わると、洗浄ポンプ（図示せず）が駆動される。洗浄水はヒータ（図示せず）



(15) JP 2019-30514 A 2019.2.28

10

20

30

40

50

によって加熱され、洗浄ポンプによって加圧されて、分水部から第１の回転洗浄ノズル１
４、第２の回転洗浄ノズル１５、固定洗浄ノズル１６および固定洗浄ノズル１６と連通さ
れた第３の回転洗浄ノズル１７に選択的に分水されて送水される。
【００９９】
　分水部は、例えば、第１の回転洗浄ノズル１４、第１の回転洗浄ノズル１４と第２の回
転洗浄ノズル１５、第２の回転洗浄ノズル１５、固定洗浄ノズル１６とそれに連通した第
３の回転洗浄ノズル１７の順に所定時間毎に洗浄水の送水を切り替えるように動作する。
【０１００】
　第１の回転洗浄ノズル１４、第２の回転洗浄ノズル１５および第３の回転洗浄ノズル１
７は、送給された洗浄水がそれぞれの噴射孔から噴出される際の反力によって回転する。
これにより、回転移動する洗浄水が噴射され、下食器かご８および上食器かご７に収容さ
れた被洗浄物６は効率よく洗浄される。
【０１０１】
　固定洗浄ノズル１６は、垂直部位１６ａに設けられた噴射孔から洗浄水を上食器かご７
の上方から噴射して上食器かご７に収容されたコップ等の被洗浄物６の外面を効率よく洗
浄する。また、固定洗浄ノズル１６は、上食器かご７の下に設けられた第１の水平部位１
６ｂに配列された噴射孔から洗浄水を主に上食器かご７の右側に噴射し、上食器かご７の
第２のセットかご７９に斜め下向きに収容されたコップ等の被洗浄物６の内面を効率よく
洗浄する。また、固定洗浄ノズル１６は、第２の水平部位１６ｃに配列された噴射孔から
洗浄水を噴射することにより、上食器かご７の右側の第２のセットかご７９に収容された
コップ等の被洗浄物６の外面を洗浄する。
【０１０２】
　さらに、固定洗浄ノズル１６と連通した第３の回転洗浄ノズル１７は、上食器かご７の
左側の第１のセットかご７８の直下から回転移動する洗浄水を噴射することにより、第１
のセットかご７８に収容された茶碗等の被洗浄物６の内外面を効率よく洗浄する。
【０１０３】
　洗浄槽２内で、第１の回転洗浄ノズル１４、第２の回転洗浄ノズル１５、固定洗浄ノズ
ル１６および固定洗浄ノズル１６と連通された第３の回転洗浄ノズル１７から噴射された
洗浄水は、被洗浄物６を洗浄して洗浄槽２の下部の水溜部（図示せず）に流下し、排水口
（図示せず）に集められる。そして、再び洗浄ポンプによって吸引され、ヒータによって
加熱され、残菜フィルタ（図示せず）を透過して再び各洗浄ノズルに送給される。
【０１０４】
　洗浄水が噴射されて被洗浄物６から脱落した残菜は、残菜フィルタによって捕集される
。また、洗浄水の温度は温度センサ（図示せず）によって検出されており、洗浄水の温度
が所定温度を超えるとヒータへの通電が停止される。これによって、洗浄水は、常に洗浄
に適した温度に維持される。
【０１０５】
　所定時間の洗浄工程が終了すると、汚れを含む洗浄水は排水ポンプによって機外に排出
され、洗浄槽２内に新たに洗浄水が給水される。送給された洗浄水は、各洗浄ノズルの噴
射孔から噴射され、被洗浄物６に付着した洗剤や残菜等を洗い流すすすぎ工程が実行され
る。
【０１０６】
　このすすぎ工程は、所定時間、すすぎ動作が行われた後、すすぎ動作によって被洗浄物
６から洗剤や残菜が洗い出された洗浄水は、排水ポンプによって機外に排出される。そし
て、洗浄槽２内には新たな洗浄水が給水され、再びすすぎ動作が行われる。標準設定では
、このすすぎ動作が３回実行され、洗浄水が排水ポンプによって機外に排出されて、すす
ぎ工程は終了する。
【０１０７】
　すすぎ工程が終了すると、乾燥工程が実行される。乾燥装置３０が動作し、内蔵された
ファン３１によって洗浄槽２内に送給される外気がヒータによって加熱され、送風と加温
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との両方の効果によって、被洗浄物６に付着した水滴の蒸発が行われる。この乾燥が所定
時間実施された後、乾燥装置３０の運転が停止されて乾燥工程が終了する。被洗浄物６の
洗浄のすべての工程が終了し、選択された運転コースの実行が終了する。
【０１０８】
　使用者は、洗浄、すすぎ、乾燥の各工程の実行中に、洗浄槽２の内部の状況を上扉体４
の透明化粧部材６３および光透過部６５を通じて洗浄槽２の内部の状況を確認することが
できる。被洗浄物６のセッティングが崩れていたり、特定の被洗浄物６の洗浄、すすぎ、
乾燥が不充分であったりした場合、使用者は、食器洗い機の運転を一時停止し、状況を改
善した後、運転を再開させ、効率よく洗浄を行うことができる。また、洗浄、すすぎ、乾
燥が所定時間に未達であったとしても、それらが充分に行われていることを視認できれば
、使用者は、その時点で、その工程を終了させたり、運転を終了させることができる。
【０１０９】
　なお、洗浄槽２の内部に照明装置が設けられていれば、上扉体４の光透過部を通じての
洗浄槽２内部の状況の視認をさらに容易に行え、好都合である。
【０１１０】
　また、下扉体５は、全面不透明に構成されている。したがって、運転中は、洗浄槽２の
水溜部１８に溜められた汚れた洗浄水が使用者の目に触れることはない。
【０１１１】
　以上のように、本実施の形態における食器洗い機は、給水ホース９６と排水ホース９７
の少なくとも一方を内部に収納できるホース収納部９５が、食器洗い機の底部載置面に近
い高さまで下方に延設された洗浄槽２の底部構成部材９４の左右側部に設けられている。
これによって、給水ホース９６や排水ホース９７を外部から見えないように収容でき、外
観に優れた食器洗い機を提供することができる。
【０１１２】
　また、ホース収納部９５は、洗浄槽２の背面部にも設けられ、左右側部に設けられたホ
ース収納部部分と連続させて設けられている。この構成によって、食器洗い機がいずれの
向きに載置されても、給水ホース９６や排水ホース９７を外部から見えないように収容で
き、外観に優れた食器洗い機を提供することができる。
【０１１３】
　また、ホース収納部９５の外側部は、食器洗い機の底部載置面に近い高さまで下方に延
設されている。この構成によって、ホース収納部９５内に収納された給水ホース９６や排
水ホース９７がホース収納部９５外に飛び出し、美観を損なうことを防止することができ
る。
【０１１４】
　また、ホース収納部９５は、洗浄槽２の底部を構成する底部構成部材９４に一体形成さ
れている。この構成によって、ホース収納部９５を堅牢かつ安価に形成することができる
。
【産業上の利用可能性】
【０１１５】
　以上のように、本発明にかかる食器洗い機は、給水ホースや排水ホースを外部から見え
ないように収容でき、外観に優れた食器洗い機を提供することができるので、キッチンの
ワークトップ等に載置して使用される家庭用の食器洗い機等として有用である。
【符号の説明】
【０１１６】
　１　本体
　２　洗浄槽
　３　開口部
　４　上扉体（扉体）
　５　下扉体
　６　被洗浄物
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　７　上食器かご
　８　下食器かご
　１４　第１の回転洗浄ノズル（洗浄装置）
　１５　第２の回転洗浄ノズル（洗浄装置）
　１６　固定洗浄ノズル（洗浄装置）
　１７　第３の回転洗浄ノズル（洗浄装置）
　１７ａ　回転洗浄ノズル導水路
　６１　内面側部材
　６２　外面側部材
　６３　透明化粧部材
　６４　第１の枠部
　６５　光透過部
　６９　窓部
　７１　上食器かごガイドレール
　７３、８３　側面部材
　７３ａ、８３ａ　レール保持部
　７３ｂ　溝部
　７４　ストッパー部
　７５　切欠き部
　７７　上食器かご本体
　７８　第１のセットかご
　７９　第２のセットかご（コップ類載置部）
　７９ｅ　コップ立て部
　８１　下食器かごガイドレール
　８７　下食器かご本体
　８８　第３のセットかご
　８８ｃ　支持部材（第２の支持部材）
　８８ｄ　支持部材（第１の支持部材）
　８８ｅ　ピン（突起部）
　８９　小物入れ
　９０　洗剤投入部
　９４　底部構成部材
　９５　ホース収納部
　９６　給水ホース
　９７　排水ホース
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